
令和7年 4月 14日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

〈連携した結果に対する意見または評価〉

〈今後の連携強化に向けた課題〉

●地域連帯活動のねらい

学校等の取り組みに協力し、地域活動を推進。

●地域にとってのメリット

地元の食材を使用することで、たくさんの人に地元の食材・名物をPR

できる。

●対象者にとってのメリット

新商品の開発の機会になり、新たな作業スキルの獲得や地産品の発見

など知識・経験値が増える。

●実施した結果・得られた成果

今回挑戦した新商品について

チーズケーキは「甘い×しょっぱい」の組み合わせであり、初の取り組

みであった。

味噌たんぽ・肉巻きたんぽは、多くの方に親しんでいただける味付け

を目指し、何度も試作を繰り返して商品が出来上がった。みんなで一

丸となって商品化にむけて試行錯誤することができ、挑戦する機会に

なった。また、新たな製造工程の知識も付いた。

　能代松陽高校情報ビジネス科の授業で提案された「コメ粉＆塩糀のチーズケーキ」「みそたんぽ」「肉巻きたんぽ」の販売

実現のため、りぼんさんには試作品・価格設定等についてご尽力をいただきました。地元の食材を活用した商品開発を具体化

するために、生徒達が直接打ち合わせを重ねて取り組むことができたことは何よりも実践的活動として貴重な経験になりまし

た。また、イベントでは販売開始早々に完売する盛況ぶりで大変感謝しております。

　開発した商品をイベントだけで販売するのではなく、校内販売等で継続できればと考えています。

連携先企業名 秋田県立能代松陽高等学校 担当者名 成田 章子

連携先の企業等の意見または評価

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 りぼん就労支援・生活介護センター 事業所番号 510200082

地域連携活動の概要

●活動場所

産業フェア（アリナス）、アランマーレ女子バスケ試合（琴丘体育

館）

●活動日程

令和6年10月、令和6年12月

●実施した生産活動・施設外就労の概要

秋田県立能代松陽高等学校の生徒が考案したチーズケーキ・味噌たん

ぽ・肉巻きたんぽを商品化。イベント時に販売。

●利用者数等

利用者４名

住　所 秋田県能代市浅内字押出161番1 管理者名 渡辺　栄子

電話番号 0185-55-1100 対象年度 令和6年度

様式１
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利用者からの意見・評価

連携先企業（担当者） りぼん就労支援・生活介護センター　A型職員

活動場所：りぼん就労支援・生活介護センター

実施日時：令和7年3月20日（木）

利用者数：７名

研修「食品衛生と社会人のマナーについて」

・作業の中で食品に触れる事が多いため、衛生管理について学ぶ。

・一般就労等にむけて、社会に出た時に大切なことを学ぶ。

作業の中で毎日扱っている食品には、自分たちの行動一つで他の人が食

中毒等になってしまう怖さを伝えられたと思う。

また、挨拶や時間厳守といった毎日繰り返し行っている行動も重要なこ

とだと再認識していただくことができた。

いずれは一般就労をしたいと考えている方もいるので、改めて食品に潜んでいる怖さや社会に出てからも大切なマナーについ

て、みんなで確認することができたのは良かったと思う。

意識改革の機会になったので、意識を継続していけるよう定期的に利用者に声掛けし、仕事への姿勢について働きかけていき

たい。

・調理場に入る前、入った後の自分や周りの衛生について、もう一度おかしな所がないか、汚いことを自分がしていないか考

えようと思った。（K・N）

・出勤時間がギリギリなので時間に余裕を持って家を出るようにする。工夫する。（Ｎ・Ｈ）

・相手に内容を伝えるときは、一つひとつの言葉を丁寧に伝えようと思った。（Ｍ・Ｍ）

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 りぼん就労支援・生活介護センター 事業所番号 510200082

住　所 秋田県能代市浅内字押出161番1 管理者名 渡辺　栄子

電話番号 0185-55-1100 対象年度 令和6年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先の企業や事業所等の意見または評価

様式２
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多様な働き方 0点 5点 15点

支援力向上 0点 5点 15点

地域連携活動 0点 10点 点

経営改善計画 0点 ⁻50点
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⑧国際標準化規格が定めた規格等の認証等

小計（注2）

①60点 ②50点 ③40点 ④20点 ⑤－10点 ⑥－20点 （Ⅴ）地域連携活動

⑤過去３年の生産活動収支のうち前年度及び前々年度の各年度
における生産活動収支がいずれも当該各年度に利用者に支払う
賃金の総額未満

　　　都道府県知事が適当と認める国際標準化規格が定めた
　　　規格その他これに準ずるものの認証を受けている

⑥過去３年の生産活動収支がいずれも当該各年度に利用者に支
払う賃金の総額未満

項目

利用者の知識・
能力向上

　　　人事評価結果に基づき定期に昇給を判定する
　　　制度を設け、全ての職員に周知している

○

①過去３年の生産活動収支がそれぞれ当該各年度に利用者に支
払う賃金の総額以上

　

②過去３年の生産活動収支のうち前年度及び前々年度の各年度
における生産活動収支がそれぞれ当該各年度に利用者に支払う
賃金の総額以上

○ 　　　ピアサポーターを職員として配置している

③過去３年の生産活動収支のうち前年度における生産活動収支
のみが前年度に利用者に支払う賃金の総額以上

　
　　　過去３年以内の福祉サービス第三者評価を
　　　受審しており、結果を公表している。

④過去３年の生産活動収支のうち前々年度における生産活動収
支のみが前々年度に利用者に支払う賃金の総額以上

145

⑦有給休暇の時間単位取得又は計画的付与制度

　　　　　就業規則等で定めている

⑧傷病休暇等の取得に関する事項

　　　　　就業規則等で定めている

小計（注1）

　　　　　就業規則等で定めている

④フレックスタイム制に係る労働条件

　　　　　就業規則等で定めている

（Ⅶ）利用者の知識・能力向上

　　　　　就業規則等で定めている

経営改善計画の提出を求められていない。または、経営改善計画の
提出を求められているが、指定された期日までに提出している。

○ 0

前年度において、就労継続支援Ａ型事業所等が利用者の知識及び能
力の向上に向けた支援を行い、当該支援の具体的な内容を記載した
報告書を作成し、インターネットの利用その他の方法により公表し
ている。

○ 10

　　　　　就業規則等で定めている

①免許・資格取得、検定の受検勧奨に関する制度

　　　　　就業規則等で定めている

②利用者を職員として登用する制度

　　　　　就業規則等で定めている （Ⅵ）経営改善計画

地域の事業者と連携した付加価値の高い商品開発、企業や官公庁等
での生産活動等地域社会と連携した活動を行い、その結果をイン
ターネット等により公表している

○ 10

（Ⅲ）多様な働き方（※）

　

①90点 ②80点 ③65点 ④55 点 ⑤40点 ⑥30点 ⑦20点 ⑧5点 ⑤職員の人事評価制度

（Ⅱ）生産活動

⑥ピアサポーターの配置

⑦第三者評価

⑥1日の平均労働時間が３時間以上４時間未満 　　　 いずれか一方のみの取組を行っている

⑦1日の平均労働時間が２時間以上３時間未満 ④販路拡大の商談会等への参加

⑧1日の平均労働時間が２時間未満 　　　１回以上の場合

③1日の平均労働時間が５時間以上６時間未満 ②研修、学会等又は学会誌等において発表

④1日の平均労働時間が４時間30分以上５時間未満 　　　１回以上の場合

⑤1日の平均労働時間が４時間以上４時間30分未満 ③視察・実習の実施又は受け入れ

（Ⅰ）労働時間 （Ⅳ）　支援力向上（※）

①1日の平均労働時間が７時間以上 ①研修計画に基づいた外部研修会又は内部研修会

②1日の平均労働時間が６時間以上７時間未満 　　　参加した職員が１人以上参加している

住　所 能代市浅内字押出161番1 管理者名 渡辺　栄子

電話番号 0185-55-1100 対象年度 令和6年度

様式２－１

令和7

就労継続支援Ａ型事業所におけるスコア表（全体）

事業所名 りぼん就労支援・生活介護センター 事業所番号 510200082


